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文責 校長 宮永哲郎

実りの２学期 スタート
４２日間の夏休みが終わりました。２学期の始まりです。まだ、暑さが残りますが、

２学期は様々な学習やスポーツに取り組むのに一番いい季節です。自分の目標をきちん

と持って、実り多い２学期にして欲しいと思います。

子どもたちが体験から学ぶことは多く、その学びは非常に豊かです。実際にやってみ

る、触れてみる学習を充実させるため、たくさんの学校行事を計画しています。

子ども時代だから感じ取れる感覚、今、育てておきたい感覚があります。言葉だけで

はない実際の感覚は、体験の中で育ちます。バーチャル時代の今だからこそ特に大事に

していきたいと考えています。

９月 ５日～ 夏休み作品展 １１月 ７日 授業参観・学校保健委員会

１６日 木場運動会 ９日 避難訓練

延期の場合は２３日 １９日 招待給食

１０月 ４日 すもう練習スタート １２月 ２日 ３世代交流もちつき大会

稲刈り ４日 持久走大会

１２日 鍛錬遠足 ７日 人権集会

２３日 相撲大会 １８日 市学力調査

２５日 持久走練習スタート ２１日 ２学期終業式

１１月 ２日 図書館祭り ※ 予定は変更になる場合があります。

８月９日 平和集会
連日、猛暑が続いた夏休みの中盤、久しぶり

に学校に子どもたちがそろいました。

８月９日は、「県民祈りの日」「原爆の日」で

す。原爆で亡くなられた多くの方のご冥福を祈

り、この悲しい出来事を忘れないために全校児

童で集まって平和集会を実施しました。平和集

会では、「おこりじぞう」というお話を DVD で
見て、その後、平和について各学級でそれぞれ

考えたことや自分たちができることを全員が一

人ひとり発表しました。長崎で行われている祈

念式典に合わせて１１時２分に黙祷をしまし

た。最後に平和への願いを込めて「青い空は」

を歌いました。子どもたちはみな、真剣に集会

に参加し、平和について考える様子がうかがえ

ました。平和であることの良さを感じ取り、今自分たちができることを一つ一つ続けて

いくことが大切だと感じます。



島原更正保護女性会から清掃用具をいただきました。
８月９日（木）島原更正保護女性会会長の伊東様、千々石

地区の町田様が来校されました。日頃、更生保護のための活

動や住みやすい地域社会づくりに向けての活動をされていま

す。千々石地区では子ども寺子屋活動なども関係団体と協力

して行っていただいています。

今回「子どもたちのために活用してください。」とご寄付

を頂きました。「美しい学校」作りのため、清掃道具を購入

しました。秋の落ち葉の季節、大活躍しそうです。

運動場草刈りでさっぱり！
８月１９日（日）運動会へ向け、子どもたちと PTA の皆さん、職員で、早朝から運

動場の草刈りをしました。OB の子どもたちも参加してくれ、たいへんさっぱりとなり
ました。ありがとうございました。

木場運動会開催 ９月１６日（日）９：００～１５：００ お待ちしています！！

校長室の窓から

夏休みのある夕方、夜の会合に向かうためにゆっくり

車を走らせていると「校長先生～。」の声。畑から女の

子が駆け下りてきました。

顔はニコニコです。「何してたの？」「キュウリをもい

でた。」おじいちゃんかおばあちゃんの畑の収穫の手伝

いをしていたようです。

「それは、ごくろうさん。」と言ったところで、後ろ

から車が来たので別れました。何だかいい気分になりま

した。夏休み、子どもたちはどうしてるのかなと思うと

き、テレビかゲームか、今時はテレビじゃなくてユーチ

ューブ・・・と想像してしまうのですが、そうじゃない子と出会ったからです。

木場の子どもたちには、”体験”をする環境が残っているんだ。他の子達もきっと、

それぞれに素敵な体験をして楽しい夏休みになったんだろうと子どもたちの笑顔が頭に

浮かんできます。

この後、木場運動会の実行委員会に出かけました。たくさんの地域の方々が参加して

くださり、熱心に運動会を盛り上げるための話し合いを進めて頂きました。「木場運動

会」は、子どもたちが地域を感じる一大イベントです。昨年、初めて参加させて頂き、

地域のパワーを感じ取ることができました。今年も、楽しい１日になるといいなあと願

っています。こんな、体験の中で、子どもたちの地域を愛する心が育って行くのだろう

と思います。古里の良さを思う心の根が育っていくのだろうと思います。

よし！今年は、ちゃんと輪回しの練習をして輪回しリレーに参加し、華麗に輪を回し

てみせるぞと心に誓う私です。

早寝 早起き 朝ごはん

第３日曜日「家庭の日」


